檄

総力をあげて現業職場の合理化阻止！
網走市の現業職場合理化提案以降、連日の取り組みに心より敬意を表します。
現業職場を標的とした合理化・民間委託が進行し、自治体が「現場力」を失っていった結果、自治体の責務である住民の生活を守る役割が果たせなくなりつつあります。東日本大震災以降、被災地では復旧・復興が計画通りに進まず、自治体現場力の「行き過ぎた合理化」が浮き彫りとなりました。

  総務省は合理化の推進について、「民間委託等の合理化措置を積極的に講じ、職員の採用は公務遂行上、真に必要な場合を除き行わない。」としながらも、「各自治体の実情を踏まえた判断である。」と助言を行っています。いわば、自治体の実情を踏まえ「真に正規職員が担うべき業務とはどういうものか」という結論を出すことができれば、自治体責任による事業継続や新規採用も可能ということに言い換えることができるものです。

現業公企労働者は、各分野の専門職として地域・住民のいのちと暮らしと財産を守り、地域・住民が安全で安心した生活が送れるよう、地域公共サービスの提供を行い、こうした積み重ねにより地域住民と自治体をつなぐパイプ役として信頼関係を築き上げてきました。この間の取り組みに自信と確信を持ち、定数削減などの合理化提案を跳ね返していかなければなりません。

（　組合名・評議会名　）は、自治体責任に基づく質の高い公共サービスを提供するため仲間の総力を結集し、網走市労連・網走市職労現業評議会と連帯し、ともにたたかい抜く決意です！
網走市労連、網走市職労現業評議会の最後の最後までのご奮闘を心から期待します！　全力でたたかい抜きましょう！
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